
2025年度

活動報告書

一般社団法人にじーず



にじーずとは？

・10代～23歳までのLGBT（かもしれない人含む）

のための居場所として2016年8月より活動を開始。

2021年4月に一般社団法人化。

・2025年度は全国17地域＋PCやスマホから参加

できるバーチャルの居場所を定期的に開催。

これまでの延べ参加者数は約6,000人。
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01 運営体制
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2025年度以前から開催

2025年度から新規開催開催地

バーチャルにじーず

岡山

神戸

大阪

京都

長野・
松本

盛岡

千葉

郡山

新潟

仙台

埼玉

東京

表参道・多摩・足立

福山

静岡



02 2025年度の活動実績
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2025年度以前から開催

2025年度から新規開催

オープンデー

岡山

神戸

大阪

京都

長野・
松本

盛岡

千葉

郡山

新潟

仙台

埼玉

東京

表参道・多摩・足立

福山

静岡

京都：12回（67人）
大阪：6回（38人）
神戸：6回（38人）
岡山：12回（71人）
福山：1回（6人）

埼玉：12回（151人）
千葉：6回（40人）
静岡：4回（15人）

盛岡：2回（5人）
新潟：12回（17人）
長野・松本：8回（40人）
仙台：4回（14人）
郡山：4回（17人）

東京
多摩：11回（89人）
足立：5回（28人）
表参道：13回（155人）
台東区：1回（4人）

バーチャル：24回（160人）

合計
開催回数：143回
参加者数：955人
うち新規：230人



8

◎バーチャル ゲスト会開催
・性別を変えた大人に体験談を聞く回（5/22）
・不登校を経験したLGBTの大人の体験談を聞く会（8/20）
・LGBTQの人が安心して働ける場所って、あるの？（9/25）
・男性ふたりで挙式した経験談を聞いてみよう（3/10）

地域格差を超えた LGBT

ユース支援にメタバース
が有効であることを世界
初実証した論文。Journal
of Metaverseに掲載。

バーチャルにじーずの立
ち上げ当初から大変お世
話になってきた岡山大学
の長谷井嬢教授が執筆。

地域を超えて－居場所の取組

こども家庭庁「こどもの居場所づくり支援体制強化事業(NPO等と連携したこどもの居場所づくり支援モデル事業)」により実施
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◎LGBTユースに居場所を届ける
サンタさん募集（クリスマス企画）

・多くの拠点のスタッフが、寄付を呼び掛ける動画の
作成に参画。オープンデーでの経験、自身の経験な
どを踏まえた呼びかけを実施。
・地域の枠を超えて、横のつながりを深めていくこと
に、みんなで挑戦し始めた１年。

95名の方から44.7万円のご寄付をいただきました。
また、継続寄付の「にじーずサポーター」として、
新たに18名の方のご登録をいただきました。
たくさんの応援ありがとうございました！

地域を超えて－寄付募集



10

◎岡山＆福山でのネットワークづくり
【岡山県内】
岡山ESDプロジェクト活動支援助成金を活用しゆるく集まる会
を開催し、県内NPO等の支援機関、行政機関から計20名が参
加。LGBTユースの現状を伝え、対話を重ねて関係構築を図る。
2026年度の取組にもつながる。
『にじーず岡山通信』創刊、学校や支援機関等への周知に活用。

【岡山－福山】
「ひろしま・おかやま若者サポートネットワーク」加入。
参加組織の交流会やネットワークによるイベントなどに
参加したことが、福山での活動の展開につながった。

地域で深める－関係づくり
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■クラウドファンディングを実施
背景：『LGBTユースのためにおとなができること

－おとなのサポーターズガイド－』を2024
年度に制作

目的：LGBTの子ども・若者を支える大人のアライ
を増やす

期間：6月6日～7月7日
内容：7都市で公開イベントを開催
結果：183人の方から、1,444,994円の支援をいた

だきました

－抜粋－

LGBTユースのしんどさは、地方のしんどさでもあ

ります。大人なら自分の好きな場所に移動する自

由、繋がる相手を選択する自由が選べるかもしれ

ないのが、選べない。

そのため「地方にどんどん居場所を増やす」「メ

タバースの活用をして地方のユースが参加できる

方法を作る」を、これまでにじーずでは頑張って

きました。

ただそれだけでも不十分で、やはり地域の大人の

理解が増えることが「地方に暮らしているLGBTユ

ース」にとっては外せないポイントだろうと考え

ています。繋がりの選択肢を増やそう、と呼びか

けても、そもそも繋がりの濃さ・狭さの中で苦し

んでいる人にとっては根本的な解決にならないか

らです。

地域で深める－クラウドファンディング



地域で深める－公開イベント2025年度報告
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◎西宮
7月27日(日)＠西宮市大学交流センター
参加者：20名
登壇者：中村なぎ（にじーずスタッフ）
主催：LGBTQユースサポート・プライドプロジェクト
協力：(一社)にじーず

◎仙台
8月7日(木)＠仙台市子育てふれあいプラザ泉中央
参加者：20名
登壇者：カワセミ（にじーず仙台スタッフ）
共催：(一社)マザー・ウイング、(一社)にじーず
協力：にじいろCanvas
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◎盛岡
9月14日(日)＠アイーナ・いわて県民情報交流センター
参加者：70名
登壇者：遠藤まめた、上田彩果（NPO法人miraito理事長）
主催：(一社)にじーず
協力：NPO法人miraito

◎福山
12月13日(土)＠まなびの館ローズコム
参加者：23名
登壇者：中村なぎ、鬼頭暁史（中学校教員）
主催：(一社)にじーず
後援：福山市

地域で深める－公開イベント2025年度報告
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◎大阪（セクマイ大会2026の分科会として開催）
1月31日(土)＠大阪産業創造館

参加者：27名

登壇者：中村なぎ、ざっきー（にじーず岡山スタッフ）

運営：にじーず関西スタッフ（おだ、つき、はるか、まゆ）

テーマ：LGBTQの子ども・若者の声から考える、

安心できる人・居場所とは

主催：「セクシュアルマイノリティと医療福祉教育を考える全国大会

2026」実行委員会

協力：(一社)にじーず

地域で深める－公開イベント2025年度報告
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◎沖縄

9月ごろ＠那覇市内

登壇者：調整中

主催：(一社)にじーず

協力：調整中

◎静岡

12月の土日祝＠静岡市内

登壇者：調整中

主催：(一社)にじーず

協力：調整中

地域で深める－公開イベント2026年度予定



新規拠点
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盛岡

福山

・12月から開始
・場所：まなびの館ローズコム
・年数回のペースで開催予定

・9月から開始
・場所：いわて若者カフェ
・NPO法人miraitoが協力
・年数回のペースで開催予定

バラの折り紙
「福山ローズ」
（福山市の花 ）



03 2025年度参加者アンケート
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参加者アンケート概要

•調査目的：にじーず参加者の実態把握およびニーズの発掘

•収集期間：2026年3月1日～3月31日

•回答数 ：83人 ※参考：昨年度回答数62人

•質問数 ：25問

•対象者 ：にじーずオープンデー参加者

•収集媒体：Googleフォームにて実施

•収集方法：オープンデーに参加した参加者へアンケートフォームを

LINEで送信し回答を呼びかけ、オープンデーで呼びかけ



回答者について 【参考】2023年度
～30分：16％ ～60分 ：30％
～90分：31％ 90分以上：23%

有効回答数：75有効回答数：83

中学生

世代

11%

高校生

世代

54%

大学生

世代

35%

世代別割合

30分未満

23%

30～60分

33%

60～90分

29%

90分以上

15%

移動時間

1人～4人

40%

5人～9人

27%

10人～

19人

13%

20人以上

10%

誰にも話

したこと

がない

10%

LGBTｺﾐｭﾆﾃｨ以外で話した

有効回答数：82



にじーずを知ったきっかけ（有効回答者数：83 ※複数回答可）

32.5%

18.1%

16.9%

9.6%

7.2%

6.0%

6.0%

4.8%

4.8%

3.6%

2.4%

2.4%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

インターネット検索

学校関係者（先生、保健室の先生、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰなど）の紹介

団体チラシ

他団体（学校や行政以外の団体やグループ）の紹介

その他

知人、友人の紹介

Instagram

保護者、家族の紹介

行政（公共施設、役所など）の紹介

X（旧Twitter）※現在は休止中

新聞、ラジオ、テレビなど

書籍

オンラインメディア（Buzzfeedなど）

ネット経由

紹介

医師、AI、Spotifyなど

紹介による参加は
年々増加の傾向



にじーずへの参加理由（有効回答者数：83 ※複数回答可）

71.1%

56.6%

50.6%

45.8%

30.1%

30.1%

22.9%

20.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

同年代のLGBTの人と交流したかったから

同じセクシュアリティの人に会ってみたかったから

身近にセクシュアリティについて話ができる人がいなかったから

友達がほしかったから

セクシュアリティに関する知識や情報を得たかったから

なんとなく興味があったから

相談したいことがあったから

自分のセクシュアリティを確かめたかったから

その他



オープンデーに参加して（有効回答者数：83 ※複数回答可）
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68.7%

47.0%

41.0%

31.3%

30.1%

28.9%

25.3%

25.3%

16.9%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

同年代のLGBTの人との交流を楽しむことができた

参加前よりも孤独感が減った

様々なセクシュアリティについて、理解を深めることができた

新しい友達ができた

自分のことを受け止め、応援してくれる人がいると思うようになった

自分自身のセクシュアリティについて、理解を深めることができた

インターネットや本では得られなかった知識や情報が得られた

参加前よりも自分のセクシュアリティについて前向きに受け止めている

以前より自分のことを好きになった

その他

人との関わり

自己肯定感

情報の入手



オープンデーに参加した感想（抜粋・若干の編集済）

● 否定せずに頷いて話を聞いてくれて、とても過ごしやすく心地の良い

雰囲気だった。

● すべての人が尊重されていてよかった。

● 普段共感してもらえない出来事に共感したり、共有できたりした。

● にじーずにいる時の自分が好きだと思えた。

● オープンデーに行こうと思えたり、殻に閉じこもりがちだったのが、

話に参加できたりする。

● 同じセクの人と初めて出会えて、ひとりぼっちじゃないんだと確信で

きた。

● これまでずっと孤独だった。にじーずで同年代の人と交流でき、同じ

セクシュアリティのスタッフの人と話して、自分も生きていけるかも、

大人になれるかもと思えた。



にじーずへの意見や要望（抜粋・若干の編集済）

● スポーツ・音楽・映画鑑賞・遠足・メイク講座・宿題会などのイベント

● 制服を持ち寄り、自認する性に合った制服を着て楽しむイベント

● ロールモデルとなる人の話が聞けるイベント

● セクシュアリティやジェンダーに関してもっと知ったり話せる時間

● その日にどのスタッフがいるのか事前に知りたい

● 受付で「話さなくていいよ」がわかるようになっていたら入りやすそう

● まだ拠点がない地域への新設、開催回数の増加

● 24歳以上が参加できるコミュニティ



先生へのカミングアウト

(有効回答者数：82）

カミングアウトし

た経験がある。

63%
カミングアウトした

いと思うが、してい

ない／できない。

11%

カミングアウトし

たいと思わない。

26%

しない/できない理由
回答
数

理解してもらえると思わないから。 16

伝える必要はないと感じているから。 14

カミングアウトしても、悩みや問題
が解決すると思えないから。

13

LGBTに対して差別的な言動をしてい
るのを見聞きしたことがあるから。

11

どうやって伝えたらいいのか分から
ないから。

8

他の生徒に知られてしまうのが心配
だから。

6

勝手に保護者に伝わるのが心配だか
ら。

3

その他 2

カミングアウトした相手
回答
数

担任の先生 32

担任ではない先生 29

スクールカウンセラー 23

養護の先生
（保健室の先生）

20

スクールソーシャル
ワーカー

2

教頭先生・校長先生 3

その他(部活の顧問等) 6



保護者へのカミングアウト

しない/できない理由
回答
数

どうやって伝えたらいいのか分から
ないから。

１０

理解してもらえると思わないから。 ９

LGBTに対して差別的な言動をしてい
るのを見聞きしたことがあるから。

９

伝える必要はないと感じているから。 ８

カミングアウトしても、悩みや問題
が解決すると思えないから。

８

友だちに知られてしまうのが心配だ
から。

２

勝手に学校の先生に伝わるのが心配
だから。

０

その他 １

カミングアウトした相手
回答
数

母親 56

父親 27

祖父母 9

施設職員や里親など 1

その他（きょうだい） 2

カミングアウトし

た経験がある。

71%

カミングアウトした

いと思うが、してい

ない／できない。

10%

カミングアウトし

たいと思わない。

19%

(有効回答者数：82）
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カミングアウトした時の対応や反応
先生 保護者

回答数 割合 回答数 割合

親身になって話を聞いてくれた。 40 48.8% ２０ 24.4%

困りごとの解決に向けて、具体的に行動してくれた。
(校内で対応を検討するなど)

25 30.5% １４ 17.1%

否定的なことを言われた。(「気の迷いだ」「わがまま
だ」など)

4 4.9% ２０ 24.4%

勝手に保護者/先生に話された。 2 2.4% ３ 3.7%

勝手に他の教員に話された。 1 1.2% ー ー

とくに変化はなかった ー ー ２１ 25.6%

その他（ちゃんと受け止めていないと感じている等） 6 7.3% １０ 12.2%

比較：カミングアウトした際のこと（有効回答数82 ※複数選択可）

＞

＜



学校生活で困ったことや悩んだこと（抜粋・若干の編集済、回答数53）

● (二元論を前提とした)保健の授業、英語の代名詞など。

● トイレ・更衣・男女別体育・制服・修学旅行・名簿・名前呼び。

● LGBTに関する授業（あなたもそうなのか？と聞かれる、気まずい等）。

● 性自認に応じた制服を着用できるようになったが、ほかの先生や生徒の目が怖

い。変な目で見られる。

● ジェンダーやセクシュアリティに関する正しい知識がないことで、生徒間で

の差別や偏見、ヘイトスピーチ、誤解やうわさが起こりやすい。

● セクシュアリティを隠しているため恋バナなど友だちとの会話を楽しめない。



学校生活でよかったことや嬉しかったこと（抜粋・若干の編集済、回答数
38（「ない」を除く））

● 修学旅行の風呂や体育祭など、男女分けに関して、パスしやすかったり、
参加しやすい形に配慮してくれた。

● カミングアウトしたり制服を変えても、周囲がそのままで接してくれた。
● すべてのフロアに多目的トイレが設置された。

● ジェンダーやセクシュアリティに関する講義が開かれている。自分も周
りも理解が深まった。

● 「彼氏/彼女」ではなく「恋人」と言う人が増えてきた。
● 先生の持ち物にアライとわかるものがあった。

● 先生が、自分の友人にも同じ人がいると教えてくれて「一人じゃない
よ」と言ってくれた。

● カミングアウトしていなくても、学校の仕組みや取組で、セクシュアリ
ティで困ることが少なくなるようにされている。



保護者との関係で困ったり悩んだりしたこと（抜粋・若干の編集済、
回答数29（「ない」を除く））

● 「ちゃん」付けで名前を呼ばれる。「娘」と紹介される。

● セクシュアリティや服装は認めてはくれたが、母が求める女性としての幸せを

カミングアウト後も言われた時は「ああ、何も伝わらなかったな」と悲しさや

寂しさを覚えた。

● 親の価値観に合わせ続けた結果、精神のバランスを崩してしまった。

● 通院したいが親とのコミュニケーションが難しい。

● 親が見る動画にトランスジェンダー嫌悪や女性蔑視が多くて悲しい。大音量で

音楽をかけて自室でやり過ごしている。

● 経済的支援などを止められると困るので、親元を離れて完全に自立した後でな

いと、本当のことを言えないと感じる。

● いつも女の子扱いされる。将来のためにと無理やりHPVワクチン打たされた。
（※HPVワクチンは性別問わず健康のためにするべきという意見もある）



保護者との関係でよかったことや嬉しかったこと（抜粋・若干の編集済、
回答数25（「ない」を除く））

● 理解できなくても、理解しようとしてくれた。

● セクマイに関する書籍を読んで、知識をつけようとしてくれた。

● 以前はLGBTへの差別的言動を聞くことが多かったが、最近は中立的な言動が

多くなった。

● 否定してこなかった。

● ユニセックスの服をプレゼントしてくれた。

● 新しい名前を一緒に考えることになった。

● 「性別が何であれ、大事な我が子なことに変わりはない」と言ってくれた。

● カミングアウト前と変わらず接してくれる。

● 放任主義であまり何も言わずに自由にさせてくれている。

● 伝えてないけど、ありのままの自分を受け入れてくれている。



アンケート回答まとめ

【学校】
● 制服選択などの環境づくりが進み、配慮や理解ある教員は増加の様子
● 名簿や呼び方などで性別二元論がなかなか打破できない

【家庭】
● 個人差が大きく、支えにも負担にもなっている
● カミングアウト後の不安は学校より大きい（経済面、逃げ場がない心理面）
＝リスク

【居場所】
● 人との交流：普段話せないことを安心して話せて、共感しあう経験
● 自己肯定感：一人じゃないという実感
● 情報の入手：ロールモデルやカミングアウト、治療などのリアルな情報
セーフティネットであり、回復や成長の基盤として機能



04 今後の課題
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今後の課題

地域で深めるための基盤

参加者数の減少を意識し始めた一方、学校や医療機
関、他団体等の紹介でにじーずにつながるケースが
増加傾向にあることを認識した前期の振り返りをう
け、2025年度は特に岡山において「地域で深める」
ことに挑戦しました。

対面で話すことで得られる気づき、構築される関係
性があることを確かに感じ、2026年度の取組の準備
を進めています。

手応えを感じる一方で、地域の他団体等と円滑に連
絡を交わし、取組の準備を進めるには、スタッフ間
の協力、時に経験豊富な人材やマンパワーが欠かせ
ないことを再認識するに至りました。

継続的な活動にするために

全国17地域＋バーチャルで居場所を定期開催してい
るにじーずは、2026年8月で10周年を迎えます。
これまでも助成金申請や寄付募集など、ユースに居
場所を届けるために、スタッフ一同で尽力してきま
した。

居場所に関わる活動の多くが、たくさんの方の寄付
で支えられています。

私たちはこれからもユースに寄り添い、安心して過
ごせる居場所をつくり、また地域の大人の方の理解
を深められるよう、発信を続けてまいります。
お力添えをいただけますと幸いです。引き続きよろ
しくお願いいたします。
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ご支援くださる皆様へ

いつもにじーずをご支援いただき、ありがと

うございます。LGBTコミュニティにとって厳

しい状況は続きますが、希望がもてる変化も

起こりつつあります。わたしたちは、居場所

づくりの活動を通じて、LGBTユースを社会全

体で支えていくスタンダードを作っていきた

いと考えています。引き続き、ご支援・ご協

力をお願いいたします。
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◎補助金・助成金

・赤い羽根共同募金「居場所を失った人への緊急活動応援助成」

・こども家庭庁「こどもの居場所づくり支援体制強化事業

(NPO等と連携したこどもの居場所づくり支援モデル事業)」

・令和7年度岡山ESDプロジェクト活動支援助成金

・セーブザチルドレン「子ども・地域おうえんファンド」1月～

◎寄付

・NIKE(企業寄付)

・たくさんの方々(個人寄付)
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